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お問い合わせ　子育て支援課　☎537-5675

お問い合わせ　長寿福祉課　☎537-5746

クラブ名 電話番号
金 池 536-6285
長 浜 537-8811
荷 揚 町 536-2893
中 島 532-0789
春 日 町 533-2007
大 道 545-7220
西 の 台 546-7022
南 大 分 544-1819
城 南 546-7662
荏 隈 549-7711
豊 府 545-3114
八 幡 532-1341
滝 尾 567-4232
下 郡 568-5101

クラブ名 電話番号
森 岡 568-6466
東 大 分 552-8677
日 岡 556-7688
桃 園 556-2400
津 留 552-8346
舞 鶴 556-4110
住 吉 537-4364
明 野 西 558-5505
明 野 東 553-1107
明 野 北 556-3126
三 佐 522-2741
鶴 崎 521-4512
別 保 523-1922
明 治 520-5655

クラブ名 電話番号
明 治 北 523-5370
高 田 523-1401
川 添 528-1773
松 岡 520-2790
戸 次 597-6335
吉 野 595-1060
判 田 597-1481
東 稙 田 542-2299
稙 田 541-4677
賀 来 549-2365
敷 戸 569-1194
鴛 野 567-4087
宗 方 542-5601
横 瀬 541-7239

クラブ名 電話番号
横 瀬 西 542-0460
寒 田 568-0660
田 尻 542-5123
大 在 592-2663
大 在 西 523-5929
丹 生 593-4115
小 佐 井 592-8202
坂 ノ 市 592-0581
こ う ざ き 576-1112
大 志 生 木 575-0102
佐 賀 関 575-2807
野津原東部 588-1872
野津原中部 588-1446

保護者負担金１人当たり4,500円（月額）
※おやつ代は各クラブで別途設定

児童育成クラブ
　児童育成クラブは、指導員の見守る中で、元気に遊んだり、宿題
などをして仲間とともに安心して楽しく過ごせる場所です。

直接、各クラブへ連絡をしてください。

「
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」で

仲
間
づ
く
り
、健
康
づ
く
り
を

し
ま
せ
ん
か

　
高
齢
者
が
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
き
い
き
と

元
気
に
暮
ら
す
た
め
の
健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ
く

り
の
場
と
し
て
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
協

力
に
よ
り
市
内
２
９
０（
25
年
12
月
末
現
在
）の
サ

ロ
ン
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
参
加
し
、体
操
し
た
り
、

歌
を
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
で
、閉
じ
こ
も
り
を
防

ぎ
、孤
独
感
や
不
安
感
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、介

護
予
防
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

◆ 

地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
と
は

　地域のサロンに参加したい、地域でサロンを立ち上げたいという人は、市社会福祉
協議会（☎547-7418）へ連絡してください。
　登録した地域ふれあいサロンには、活動交付金や傷害補償保険などで活動をサポー
トします。

活動時間

対　　象

会　　費 申 込 み

児童
募集

豊
ぶにょう

饒公民館で活動している地域ふれあいサロン「ひまわり」

参加者の声

★参加するようになって友達も増えて、元気になりました。
★笑う機会が増えてサロンに行くのが待ち遠しいです。
★みんなとおしゃべりしながら活動するのが楽しみです。

毎週月～金曜日（祝日を除く）放課後～午後５時30分
•土曜日は各クラブによって開設日が異なります。
• 小学校が夏・冬・春休みのときは午前８時30分～午後5時30分
• 午後６時30分まで延長預かりを行っています。（負担金として30分につき、１人当たり50円が必要）

就労などのやむを得ない事情により、保護者が昼間家庭にいない小学１年生から３年生までの児童
•特別な支援を要する児童は、４年生以降も継続して利用できる場合があります。
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地
域
の
身
近
な
相
談
役

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

相
談
や
援
助
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
通

じ
て
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　
訪
問
や
見
守
り
で
は
、特
に
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
を
気
に
掛
け
な
が
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。相
談
を
受
け
る
と
き

は
、相
手
の
話
を
よ
く
聞
い
て
、同
じ
立

場
に
立
っ
て
一
緒
に
考
え
る
よ
う
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
場
で
解
決
で
き
な
い
場
合
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係

機
関
と
の
連
絡
や
調
整
な
ど
を
行
い
、

解
決
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
身
近
に
い
る
と
い
う
こ
と
を

こ
の
機
会
に
知
っ
て
も
ら
い
、困
っ
た

こ
と
や
悩
み
ご
と
が
あ
っ
た
ら
一
人
で

悩
ま
ず
、気
軽
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

金池校区
民生委員・児童委員

津高 教子さん

お問い合わせ　福祉保健課　☎537-5623

　
民
生
委
員
は
、厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
児
童
委
員
も
兼
ね
て
い
ま
す
。児
童
委
員
の
う
ち

児
童
に
関
す
る
問
題
に
専
門
的
に
関
わ
る
主
任
児
童
委
員

は
、校
区
や
地
区
単
位
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。相

談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、安
心
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

•  
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
子
育
て
家
庭
な

ど
の
見
守
り
、訪
問

•  

福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
専
門
機
関
の
紹
介

•  

健
康
な
ど
に
関
す
る
相
談

•  

子
ど
も
会
や
自
治
会
の
地
域
活
動
へ
の
協
力

•  

高
齢
者
や
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
サ
ロ
ン

活
動

お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
連
絡
先
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
、福
祉
保

健
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

民生委員・児童委員数 838人〈内 主任児童委員 90人〉
（１月15日現在）

主
な
活
動
内
容

『
一
人
で
悩
ま
ず
、

　
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
』
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お住まいの地域の活動内容など詳しくは、保健所健康課までお問い合わせください。

「『ひと』も『まち』も元気になるまちづくり」に向けて市民の皆さんとともに考えるフォーラムを開催します。

【650人の健康推進員が各地域で活動中（１月15日
現在）】

健康推進員

市民健康づくり
運動指導者

食生活改善推進員

お問い合わせ　企画課　☎537-5603

お問い合わせ　保健所健康課　☎536-2516

まちづくり健康フォーラム
～「ひと」「まち」の元気の創造をめざして～

無料

健康づくりの輪が
広がっています
各地域でさまざまな健康づくりに関する
教室・講座などを開催しています。

日時　２月17日（月）　午後１時30分～（開場は午後１時）
場所　ホルトホール大分１階　大ホール
定員　１，200人（当日先着順）
基調講演　
演題 「健康寿命延長と歩いて暮らせる

まちづくり～S
ス マ ー ト

mart W
ウ ェ ル ネ ス

ellness 
C
シ テ ィ

ity※の創造～」

講師 久野 譜也氏
　　（筑波大学大学院人間総合科学研究科教授） 久野 譜也氏

パネルディスカッション　
テーマ 「歩いて楽しいまちづくり～思わず歩きたくなる

まちとは？～」
コーディネーター 久野 譜也氏

パネリスト
村木 美貴氏（千葉大学大学院工学研究科教授）
大谷 基道氏（名古屋商科大学経済学部准教授）
矢野 利幸氏（大分市商店街連合会会長）
釘宮 磐　大分市長

病気にかからず介護を必要としない、元気で丈夫な体をつくることが健康寿命を延ばし、市民一人ひとり
の元気が地域にそしてまちに元気を生み出します。身近な地域の健康づくりの活動に参加して、人とふれ
あい、地域のコミュニケーションを広げ、元気で楽しく暮らせるまちづくりをみんなで進めていきましょう。

「心と体の元気をめざす大分市」をスローガンに自治
会長、民生委員・児童委員、地域の役員などと連携を図
りながら、地域と保健所のパイプ役として、健康を考
える集いや研修会の開催、健診（検診）の受診勧奨、健
診会場でのサポートなどの活動を展開しています。

地域に根ざした健康づくりを推進するため、公民館な
ど身近な場所で「健康づくり運動教室」の開催やストレ
ッチ体操の指導などを行っています。

【市内125カ所で運動教室を開催中（１月15日現在）】

【268人の食生活改善推進員
が各地域で活動中（１月15
日現在）】

「私達の健康は私達の手で」を
スローガンに、７支部（中央
東・中央西・東部・稙田・大南・
佐賀関・野津原）で健康料理
教室や郷土料理の伝承など
の活動を通して、食生活改善
の輪を広げています。

※ スマートウェルネスシティ…人々が健康で生きがいを
持ち、安心安全で豊かな生活を営むことのできるまち
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平
均
寿
命
が
延
び
る
一
方
、

介
護
が
必
要
な
人
が
増
加

　
大
分
市
の
平
均
寿
命
は
、
生
活
環
境
の

改
善
や
医
学
の
進
歩
に
よ
り
急
速
な
延
び

を
示
し
、
平
成
18
〜
22
年
の
平
均
値
で
は

男
性
80・46
年
、
女
性
86・
91
年
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
、
急
速
な
高
齢
化
と
と
も
に
、
が

ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
の
増
加
と
、
こ
の
こ
と
に
伴

う
介
護
が
必
要
な
状
態
（
要
介
護
状
態
）

に
な
る
人
の
増
加
は
、
こ
れ
に
要
す
る
費

用
の
増
加
や
生
活
の
質
の
低
下
な
ど
を
招

い
て
お
り
、大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

元
気
で
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
期
間
（
健

康
寿
命
）
を
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、
多
く
の
人

が
協
力
・
連
携
し
、
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
約
２
〜
６
年
は
介
護
が
必
要
な
期
間
が

あ
り
ま
す
。
平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差

を
縮
め
る
た
め
に
は
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら

で
は
な
く
、
元
気
な
う
ち
か
ら
健
康
に
気

を
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

健
康
づ
く
り
は
身
近
な

地
域
か
ら

　
健
康
の
保
持
・
増
進
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
地
区
・
地
域
に

お
け
る
取
り
組
み
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
住
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
る
た

め
、「
健
康
推
進
員
」「
市
民
健
康
づ
く
り

運
動
指
導
者
」「
食
生
活
改
善
推
進
員
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
、
各
種
健

診
（
検
診
）
の
受
診
を
勧
め
た
り
、
健
康

づ
く
り
教
室
、
健
康
料
理
教
室
を
開
催
す

る
な
ど
地
域
に
密
着
し
た
地
道
な
活
動

で
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
え
て

い
ま
す
。

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
健
や
か
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
現
在
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
健
康
推
進
員
」「
市
民
健
康
づ
く
り
運
動
指
導
者
」「
食

生
活
改
善
推
進
員
」
な
ど
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
地
域
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ
て
健
康
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
元
気
は
、
地
域
の
元
気
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
は
大
分
市
全
域
の
ま
ち
の
元
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。
身
近

な
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
活
動
に
参
加
し
て
、
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
み
ん
な
で
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ひ
と
の
元
気
が
地
域・ま
ち
の
元
気
に 

〜
広
が
る
地
域
の
健
康
づ
く
り
の
輪
〜

82

80

78

76

74

77.8
78.8

80.46

75.9 75.6

男　性

■大分市の平均寿命と健康寿命の推移

平成15年策定時 平成19年中間評価時 平成18～22年平均

77.5

2.96年 6.59年

88

86

84

82

80

78

76

（年）（年）

84.1
85.0

86.91

79.4 77.7

女　性

平成15年策定時 平成19年中間評価時 平成18～22年平均

平均寿命 健康寿命

80.32

平均寿命と健康寿命の値は、平成15年策定時・平成19年中間評価時＝「人口動態統計・介護保険統計」より、
平成18～22年平均＝「大分県健康指標算定システム」より算出
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大友館跡の復元イメージ図

３月２日㈰
•初級・中級　午前10時～11時30分
•上級　午後１時～２時30分　※各30分前から受付開始

初級70点以上、中級・上級は80点以上を合格とし、
認定書を贈呈します。

大友氏遺跡体験学習館（元町）　　　　小学校高学年以上
各30人（先着順）

お問い合わせ　保健所衛生課　☎536-2567 お問い合わせ　大友氏遺跡体験学習館　☎544-5011

往復はがき（１人１枚〈②は１組１枚〉）に講座名（①は
Ａ～Ｄのいずれか）、参加者の住所、氏名（②は保護者氏名・ふり
がなも）、電話番号、学年（①は年齢）を記入し２月12日㈬〈必着〉
までにコンパルホール（〒870-0021　府内町一丁目５番38
号）へ。

申込み

お問い合わせ　コンパルホール　☎538-3700

日　時 ２月21日㈮～23日㈰　
 午前９時～午後５時（23日㈰は午後３時まで）
内　容  いけばな、ペン習字とかな書道、子ども絵画、子ども書

き方、フラワーデザイン、植物画、短歌、俳画など

日　時 21日㈮ 午後７時～８時30分 ストレッチヨーガ…Ａ
と内容 22日㈯ 午前10時～11時30分 ハタヨガ・リラックス…Ｂ
  午後１時～２時30分 産後ピラティス…Ｃ
  午後７時～８時30分 ナチュールピラティス…Ｄ
対　象  大分市・由布市に居住または勤務している18歳以上

（高校生除く）※B・C・Dは女性のみ。Cは産後３カ月～
１年の医師から参加許可を受けた人で、子ども同伴可。

定　員 Ａ：30人、Ｂ～Ｄ：各15人（多数時は抽せん）
参加料 各500円

日　時 ２月22日㈯　午前10時～午後１時
内　容 「パルちゃん」をモチーフにした飾り寿司作り
対　象 小学校１～６年生と保護者
定　員 18組36人（多数時は抽せん）
参加料 １組1,200円

日時 ２月22日㈯・23日㈰　午前９時～午後10時
※ 小学生以下はトレーニング室は利用不可。小・中学生

だけの利用は午後５時まで、高校生だけの利用は午後
９時まで。利用者は、運動着・室内シューズを持参。

日時 ２月23日㈰
 午前10時～午後４時　
内容 木製のおもちゃで遊べるフリー
 スペース

日　時 ２月23日㈰　午後１時～３時30分（予定）〈開場は正午～〉
内　容  ボーカルアンサンブル、カラオケ、ハーモニカ、着付

け、フラダンス、クラシックギター、ベリーダンスなど

日　時 ２月22日㈯　
 ①午前10時～午後３時（煎

せんちゃ

茶道〈光風流〉）
 ②正午～午後３時（表千家）
 ２月23日㈰　③正午～午後３時（裏千家）
 ※各茶会は、お茶券がなくなり次第、終了
定　員 各50人（当日先着順）
参加料 各300円（お茶券）

•丹川区ゲートボール場(大字丹川）
　午前９時～10時30分
•田ノ浦ビーチT-wave（大字神崎）
　午後１時～２時30分、午後２時30分～４時

• 大友氏400年の歴史と同時
代の日本の様子

•大友氏遺跡の発掘調査から分かってきたこと
•初級・中級　50問程度　　•上級　40問程度
• 初級　中学校歴史レベルの内容で、大友氏遺跡体

験学習館の歴史教室入門編１～３から出題
• 中級・上級　高校歴史レベル（上級は高校歴史レ

ベル以上）の内容で、大友氏遺跡体験学習館の歴史
教室専門編（中級は１～５、上級は１～８）から出題

•習性などを踏まえた講習と実施訓練
•講師への相談コーナー
登録と年１回の狂犬病予防注射を受けている犬
と当日その犬を制御できる市民（１人１頭）
各20組（多数時は抽せん）

【申込み】はがきまたはファクス、Ｅメール、市ホームペ
ージの「犬のしつけ方教室」申込専用フォームに住所、氏
名、年齢、電話番号、犬の種類・名前・年齢、飼育年数、希望
会場・時間を記入し、２月21日㈮〈消印有効〉までに保健
所衛生課（〒870-8506 荷揚町６番１号　 532-3490　

eisei2@city.oita.oita.jp）へ。
【申込み】電話で、２月１日㈯～３月１日㈯に大友氏遺跡体
験学習館へ。

日　時 ２月22日㈯　午前11時～午後２時
内　容  食べ物や雑貨などを販売

コンパル博覧会2014春
２月21日㈮～23日㈰
　コンパルホールが主催する講座の受講生が、学習成果を発表する「コンパル博覧会」。今年も受講生によるス
テージ発表や作品展示などのほか、市民スポーツデーも併せて開催します。

受講生作品展（３階多目的ホール）

◎モクレク☆遊・木・民（柔剣道室）

受講生ステージ発表（１階文化ホール）

コンパル茶会（①３階多目的ホール ②③２階茶室）

あったかマルシェ（１階市民プラザ・文化ホールホワイエ）

無 料

無 料

無 料
無 料

①ヨガ＆ピラティス  １コインレッスン（５階柔剣道室）

②パルちゃんクッキング（４階調理実習室）

◎卓球室・トレーニング室開放

飼い犬との楽しい生活のために

犬のしつけ方教室に参加しませんか

今年も受講生によるス博覧会」 今今年も受

３月21日㈮
場所・時間

出題内容

出題数
出題レベル

試験日時

合否判定

場所
定員

対象

内容

対象

定員

コンパルホール
キャラクター  パルちゃん

大友氏遺跡検定

コンパル
市民スポーツデー
[５階]

果を発表する「コンパル

無 料
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区分 コース 学習内容 学習日 定員

家政 和洋裁 和洋裁 月・木 14人

資格
取得

FP 技能士 A ３級・２級ファイナンシャル・
プランニング技能士 火 20人

ボールペン字 ※１ ボールペン字 金 20人

趣味 いけばな ※１ 池坊 水 20人

お問い合わせ　市立エスペランサ・コレジオ　☎522-3415

　市立エスペランサ・コレジオは、働いている若者がさまざまな
ことを学べる学校です。自分のスキルアップのための資格取得や
趣味の幅を広げたい人、専門的に学習したい人をサポートします。
　エスペランサ・コレジオで一緒に学びませんか。

　きっかけはプライベートの時間
を生かしたいという思い。以前か
ら目指していた日商簿記２級取
得に向け、昨年４月に入校しまし
た。独学では分からなかったこと
を先生から学び、同じ目標を持つ
学生が頑張っている姿にも刺激
を受け、11月には無事に合格でき
ました。
　今は、３月の建設業経理士２級

検定試験に向けて勉強中です。４月以降は新たなコース
を受講し、今度は趣味の幅を広げたいと考えています。
　入校を考えている皆さん。ここでは授業はもちろん、
同じ目的や趣味を持つ仲間との出会いが、何かへ挑戦
する力になると思います。一緒にチャレンジしてみませ
んか。

エスペランサ・コレジオ
学生募集 ※ ポルトガル語でエスペランサは「希望」、

コレジオは「学校」を意味します。

１校時　午後２時～４時

２校時　午後７時～９時
区分 コース 学習内容 学習日 定員

工
　
業

電気 A 電験三種
（理論、電力、機械、法規） 火 20人

電気 B 一種・二種電気工事士 月 20人

商
　
業

簿記 A 日商３級 火・木 20人

簿記 B 日商２級、建設業経理士２級 月・水 20人

家
　
政

服飾ソーイング 和洋裁の基礎 火 14人

調理 A ※２ 和・洋・中華、菓子、
かんたんな茶懐石膳 水 20人

調理 B 和・洋・中華、デザート 火 20人

資
　
格
　
取
　
得

FP 技能士 B ３級・２級ファイナンシャ
ル・プランニング技能士 月 20人

CAD CAD 利用技術者２級 水 20人

行政書士 行政書士 水 25人

宅建 宅地建物取引主任者 水 20人

ワード 日商 PC 検定試験３級
（ワード）・パワーポイント 木 20人

 カラーコーディ
ネーター ※１ カラーコーディネーター 木 20人

 国内旅行業務取
扱管理者 ※１ 国内旅行業務取扱管理者 木 20人

社労士 社会保険労務士 金 25人

エクセル 日商 PC 検定試験３級
（データ活用） 金 20人

趣
　
味

陶芸 日用雑器の制作 月 20人
ステップアップ
英会話

初級英会話と T
ト ー イ ッ ク

OEIC の
基礎 金 20人

書道 実用書道 金 20人

ピラティス ゆっくり楽しく、体幹を鍛
えるエクササイズ 金 20人

入学資格

学習場所

学習期間

授 業 料

受付時間

受付期間

申 込 み

そ の 他

受講コース
市内に居住または勤務する39歳以下の人
（高校生は除く）
※ １校時のコースで、定員に満たない場合は

49歳以下とします。

エスペランサ・コレジオ（東鶴崎一丁目１番
５号）
※ 右記コースの調理Ａはコンパルホール、調

理Ｂ・陶芸は鶴崎公民館、ＣＡＤ・ワード・エ
クセルは情報学習センター（大石町一丁目
３組）、ピラティスは鶴崎市民行政センター

４月～27年３月

１人じゃないから頑張れる

●年額 8,220円 （週１回・年40回）
●年額 16,450円 （週２回・年80回）
※教材費別途
２月３日㈪～３月14日㈮〈土・日曜日、祝日
を除く〉※期間中以外は、受付不可。
午後２時～８時30分
エスペランサ・コレジオ、生涯学習課（第２庁
舎４階）、市役所本庁舎１階案内所、各支所、
明野出張所、各地区公民館に備え付けの入学
志願書（２月３日㈪から市ホームページでダ
ウンロードも可）に記入し、直接、市立エスペ
ランサ・コレジオへ。その場で、書類審査と
面接を行います。

授業料の減免および分割納付については、お
問い合わせください。

各校時とも１人１コースまで（どちらかのみも可）。
定員を超えた場合は抽せん。
※定員に満たない場合は複数受講も可。

※１は26年度新設コース。※２調理Ａのみ午後７時30分～９時30分。

簿記Ｂコース受講生
根木　亜里紗さん
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吉野梅まつり

お問い合わせ　観光課　☎537-5626

大分市観光キャンペーンレディ募集
　各地のお祭りやイベントに参加して、大分市の観光 PR をし
ませんか。

任　　期
活動内容

定　　員
対　　象

選考方法
応募方法

５月中旬から２年間（年間活動予定日数20日程度）
大分市の観光や特産品、イベントなどをPRするために、
各種行事などに参加し、観光キャンペーン活動を行う。
３人
＊26年４月１日現在、満18歳以上の女性
＊市内居住または市内に通勤・通学する人
＊市が要望するスケジュールで行動可能な人
＊心身ともに健康で元気な人
面接
市販の履歴書に必要事項を記入し、写真（上半身のサービ
スサイズ１枚）と住民票（住所が大分市でない人は在学証
明書もしくは在職証明書）を添えて、直接または郵送で、
２月３日㈪～３月20日㈭〈必着〉に観光課（本庁舎８階　
〒870-8504　荷揚町2-31）へ。

博多どんたく港まつり

大分七夕まつりオープニングセレモニー
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吉野梅園　梅ノ木天満社

臥龍梅 　
梅
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
杉
原
地
区
の
吉
野
梅
園
。鎌
倉
時
代
に

太
宰
府
天
満
宮（
福
岡
県
）の
梅
の
枝
を
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
梅
園
の

始
ま
り
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
２
月
中
旬
に
は
、樹
齢
８
０
０
年
に
及
ぶ「
臥が

龍り
ゅ
う

梅ば
い（
龍
が
地
に

臥ふ

し
た
形
に
見
え
る
梅
）」や
豊
後
梅
、青
軸
梅
な
ど
約
４
５
０
本
の
梅

の
木
が
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

　
ま
つ
り
で
は
、美
し
い
梅
の
花
と
と

も
に
、吉
野
棒
術
な
ど
の
伝
統
文
化
な

ど
も
楽
し
め
ま
す
。

２月16日㈰
 午前10時～午後３時30分

吉
野
棒
術
、臥が

龍り
ゅ
う

梅ば
い
音
頭
、

佐さ

柳な
ぎ

獅し

子し

舞ま
い

、三
味
線
演
奏
、

相
撲
甚
句
、臥
龍
梅
太
鼓
、

カ
ラ
オ
ケ
、歌
謡
シ
ョ
ー
、

二
目
川
神
楽
、茶
会
、ベ
リ
ー
ダ
ン
ス

２
月
16
日
㈰
の
催
し

２
月
23
日
以
降
の
催
し
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
２
月
23
日
㈰

 

片
島
神
楽
、歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

■
３
月
２
日
㈰

 

羽
田
神
楽
、歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

■
３
月
９
日
㈰

 

小
池
原
神
楽
、歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、イ
ベ
ン
ト
は

　
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　
大
南
支
所　
☎
５
９
７
・
１
０
０
０

臥龍梅太鼓

わさだ夢クラブ（稙田校区）

NPO法人　わいわい夢クラブ（東大分校区）

NPO法人　川添なのはなクラブ（川添校区）

明ゆうクラブ(明野地区）

西の台あいあい倶楽部（西の台校区）

　総合型地域スポーツクラブは、地域の皆さんが主役とな
り、自分たちでつくり、会員となって活動するスポーツクラ
ブです。
　身近な施設で、スポーツを楽しむことができます。また、文
化活動などのメニューを用意しているクラブもあります。
　一緒にスポーツを楽しみませんか。

NPO法人　おおみちふれあいクラブ（大道校区）

みんなの明治クラブ（明治地区）

NPO法人　賀
か く ん し ん

来衆倶楽部（賀来校区）

当日会場で受付　園田（☎080-3986-3706）
内容 サークル・教室来て!見て!体験会
 太極拳、健康体操、輪おどり(鶴崎踊等）、バドミントンなど
日時 ２月８日㈯　午前９時30分～（受付：午前９時～）
場所 大道小学校体育館　　参加料 無料

事前に電話またはファクスで、２月７日㈮までに伊藤（☎ 560-4448）へ。

内容 史跡めぐり・ふれあいウオーキング
 明治地区の史跡を巡るウオーキング（約７km）
日時 ２月11日㈫　午前９時～（集合：午前８時30分）
集合場所 明治公民館前（明治小学校グラウンド東側）
参加料 200円（保険料など）

事前に電話またはファクスで、藤塚（☎090-8761-4700　 541-7575）へ。

内容 第１回グラウンド・ゴルフ大会
日時 ２月16日㈰　午前９時～(受付：午前８時30分～）
場所 七瀬自然公園　芝生広場
定員 100人　　参加料 高校生以上：500円　中学生以下：300円（保険料など）

事前に電話またはファクスで、事務局（☎ 560-0873）へ。

内容 ①太極拳教室　②ダンス中学部　③骨盤エクササイズ
日時 ①２月18日㈫・25日㈫　午後１時～　②２月18日㈫　午後６時～
 ③２月18日㈫　午後７時30分～、２月20日㈭　午前10時～
場所 ①②牧１丁目公民館
 ③18日㈫　牧１丁目公民館　20日㈭　東大分公民館
対象・定員 ①一般　15人　②新中学１～３年生　15人
 ③高校生以上　20人
参加料 無料　③はヨガマットか大判タオルが必要

電話またはファクスで、２月15日㈯までに
高尾（☎549-0353　 549-1626)へ。

内容 ピンポン＆卓球大会
日時 ２月23日㈰　午前９時～（受付：午前８時30分～）
場所 賀来小中学校西体育館
対象 小学生以上　　参加料 200円（保険料など）　

OZAI元気クラブ（大在地区）

ひしのみクラブ （金池校区）
事前にファクスで、松本（ 546-5557）へ。

内容 ①ヨガ教室　②バランスアップ教室
日時 ①毎週月曜日　午後８時～　②毎週水曜日　午前10時～
場所 上野ヶ丘中学校 地域交流室
参加料 １回300円

当日会場で受付　岩本（☎529-2323）

内容 太極拳＆柔力球教室
日時 毎週月曜日　午後８時～10時
場所 川添小学校体育館
参加料 無料

総合型滝尾クラブ（滝尾地区）〈３月２日設立予定〉

事前に電話で、田島（☎090-9597-3218）へ。

内容 ①バドミントン教室　②気功教室
日時 ①毎週日曜日　午後５時～　②毎週土曜日　午前10時～
場所 ①下郡小学校体育館　②南下郡公民館
対象・定員 ①小学生　10人　②一般　10人
参加料 無料（２回まで)

判田すこやか倶楽部（判田校区）

事前に電話で、薄〈すすき〉（☎080-5606-3659）へ。

内容 すこやかフェスタ－感謝祭－
 ニュースポーツ体験会、 体力測定会など
日時 ２月23日㈰　午前10時～（受付：午前９時30分～）
場所 判田中学校体育館　　参加料 200円（保険料など）

お問い合わせ　スポーツ・健康教育課　☎537-5979

設立準備クラブ

いつでも、どこでも、誰でも、スポーツで地域づくり

総合型地域スポーツクラブ
事前に電話またはメールで、２月20日㈭までに藤野（☎090-
2518-1948　 cosmos-y．f@docomo．ne．jp）へ。

内容 親子で楽しむレクリエーション
 大縄とび、むかでタイムレース、卓球バレー
日時 ３月９日㈰　午前９時30分～（受付：午前９時15分～）　
場所 大在公民館
参加料 100円（保険料など）

電話またはファクス、Ｅメールで、３月26日㈬までに森（☎
588-1662　 nspo@w3.dion．ne．jp）へ。

内容 Ｎスポスポーツ感謝祭「ジュニアスポーツ交流・体験会！」
  ジュニアバレーボール、ハンドボール、ミニバスケット、サ

ッカー、フットサル、軟式野球、卓球、空手
日時 ３月30日㈰　午後１時30分～（受付：午後１時～）
場所 県立看護科学大学体育館（廻栖野）
対象 幼稚園児・小学生　　参加料 無料

事前に電話で、相良（☎090-4989-6379）へ。

内容 ①ミニバレーボール教室　②バドミントン教室
日時 ①毎週水曜日　午後７時30分～　②毎週木曜日　午後７時30分～
場所 西の台小学校体育館
対象 ①中学生以上　②小学生以上
参加料 100円（保険料など）

当日会場で受付　五十川(☎090-3071-3838)

内容 ①ミニテニス教室　②スポンジボールテニス教室　体験会
日時 ２月２日㈰、３月２日㈰・16日㈰
 ①午前９時～11時　②午後１時30分～３時30分
場所 大分工業高等専門学校第２体育館（牧）
対象 明野地区に居住している中学生以上　　参加料 無料

NPO法人　七瀬の里Nクラブ（野津原地区）
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国
民
年
金
受
給
者
が

死
亡
し
た
と
き
は
届
け
出
を

　
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、死
亡
日
以

後
も
年
金
が
支
払
わ
れ
、後
で
返
納

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、受
給
で
き
る
年
金
を
受
け

取
ら
ず
に
亡
く
な
っ
た
場
合
は
、そ

の
人
と
生
計
が
同
じ
で
あ
っ
た
遺
族

（
配
偶
者
、子
、父
母
な
ど
の
順
）が
未

支
給
分
の
年
金
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎

年
金
、寡
婦
年
金
の
受
給
者
が
死
亡

し
た
場
合
は
、本
庁
舎
１
階
⑩
番
窓

口
、各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神
崎
・

一
尺
屋
連
絡
所
で
、老
齢
給
付
に
係

る
年
金
受
給
者
が
死
亡
し
た
場
合
は

大
分
年
金
事
務
所（
東
津
留
二
丁
目

☎
５
５
２・
１
２
１
１
）で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
国
民
年
金
室（
☎
５
３
７・
５
６

１
７
）

長
寿
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
５
７
４
３
）

◎
介
護
保
険
法
に
基
づ
く
要
介
護

　
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

　
確
定
申
告
や
市・県
民
税
の
申
告
の

際
、お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け

る
に
は
、毎
年
医
師
が
発
行
し
た
お
む

つ
使
用
証
明
書
が
必
要
で
す
が
、お
む

つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る
の
が

２
年
目
以
降
の
人
は
、市
が
発
行
し
た

確
認
書
で
も
医
療
費
控
除
が
受
け
ら

れ
ま
す
。た
だ
し
、確
認
書
を
発
行
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、長
寿
福
祉
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、介

護
保
険
被
保
険
者
証

◆
手
数
料
　
３
０
０
円

◎ 

市
が
発
行
し
た
認
定
書
で
障
害

者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
65
歳
以
上
で
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
な
い
人
で
も
、障
害
者
手
帳
な

ど
の
基
準
に
準
じ
て
、所
得
税
や
市
・

県
民
税
の
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
認
定
調
査
票
な
ど
を

基
に
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、介

護
保
険
被
保
険
者
証（
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
の
み
）

◆
手
数
料
　
３
０
０
円（
た
だ
し
、調

査
が
必
要
な
場
合
は
５
０
０
円
）

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か（
65
歳
以
上
の
人
）

　
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
ま
ま
一

定
の
期
間
が
経
過
す
る
と
、利
用
者

負
担
が
重
く
な
る
な
ど
の
給
付
制
限

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
生
活
困
窮
な
ど
で
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、分
割
納
付
や
減
免
制
度
な
ど

に
つ
い
て
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
　
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
に
、費
用
の
全

額
を
い
っ
た
ん
支
払
っ
て
い
た
だ
き

ま
す（
申
請
に
よ
り
、後
で
費
用
の
９

割
分
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
）。

◆
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合
　

前
記
の
措
置
に
よ
り
、後
で
払
い
戻

さ
れ
る
９
割
分
の
給
付
を
一
時
差
し

止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合
　
時
効

に
よ
り
、２
年
経
過
後
の
保
険
料
は
納

付
で
き
な
く
な
り
ま
す
。納
付
で
き
な

く
な
っ
た
期
間
に
応
じ
て
、一
定
期

間
、利
用
者
負
担
の
割
合
が
１
割
か
ら

３
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、利
用
者
負
担
が
一
定
額
を

超
え
た
場
合
に
、払
い
戻
し
と
な
る

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
施
設
入
所

者
な
ど
の
居
住
費
・
食
費
の
負
担
を

軽
減
す
る
補
足
給
付
な
ど
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

問
　
長
寿
福
祉
課（
本
庁
舎
１
階  

☎

５
３
７・５
７
４
１
）

２
月
15
日
㈯
か
ら
住
居
表
示
が

変
わ
り
ま
す

①
金
池
町
一
丁
目
一
部
地
区

◆
新
住
所
の
表
示
方
法
　（
例
）金
池

町
一
丁
目
○
番
○
号

　
な
お
、郵
便
番
号
は
〒
８
７
０
‐
０

０
２
６
の
ま
ま
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

②
顕
徳
町
一
丁
目
一
部
地
区

◆
新
住
所
の
表
示
方
法
　（
例
）顕
徳

町
一
丁
目
○
番
○
号

　
な
お
、郵
便
番
号
は
〒
８
７
０
‐
０

０
２
５
の
ま
ま
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

※
対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
て
い

ま
す
。

問
　
市
民
協
働
推
進
課（
☎
５
３
７・

７
２
５
０
）

善
行
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、永
年（
お
お
む
ね
10
年
以

上
）に
わ
た
り
、善
意・善
行
を
さ
れ
た

団
体・個
人
を
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

推
薦
い
た
だ
き
、毎
年
、５
月
に「
大
分

市
顕
彰
の
日
表
彰
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象
　
⒜
永
年
に
わ
た
り
地
域
社

会
の
た
め
奉
仕
活
動（
環
境
美
化
、社

会
福
祉
、青
少
年
健
全
育
成
、自
然
愛

護
、事
故
防
止
）を
行
い
、他
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
団
体・
個
人
。　
※
た
だ

し
、次
の
よ
う
な
活
動
は
対
象
と
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。①
役
職
と
し

て
の
活
動
　
②
個
人
の
趣
味
的
な
活

動
で
社
会
奉
仕
性
の
な
い
も
の
　
③

一
定
の
謝
礼
金
を
も
ら
う
活
動

⒝
公
益
の
た
め
私
財
を
寄
付
し
、そ
の
功

績
が
顕
著
と
認
め
ら
れ
る
団
体・
個
人
。

⒞
災
害
の
未
然
防
止
お
よ
び
適
切
な

行
為
に
よ
り
、そ
の
被
害
を
最
小
限

に
と
ど
め
た
団
体
・
個
人
。

◆
申
込
み・
問
　
市
長
室
ま
た
は
各
支

所
、明
野
出
張
所
、各
地
区
公
民
館
に

備
え
付
け
の
推
薦
用
紙（
２
月
１
日

㈯
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
記
入
し
、直
接
ま
た

は
郵
送
で
、２
月
28
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
市
長
室（
本
庁
舎
３
階
　
☎
５

３
７・
５
６
０
０
）へ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

差
押
不
動
産
を
公
売
し
ま
す

①
大
字
田
尻
字
野
入
１
１
８
番
６
　
●

地
目
　
宅
地
　
●
総
地
積
　
約
１
９
3

平
方
㍍
　
●
建
物
　
居
宅
　
●
見
積
価

額
　
５
６
３
万
７
、０
０
０
円

②
大
字
城
原
字
福
圓
寺
１
７
１
７
番

３
　
●
地
目
　
宅
地
　
●
総
地
積  

約

２
５
4
平
方
㍍
　
●
建
物
　
居
宅
、

物
置
　
●
見
積
価
額 
４
１
０
万
４
、

０
０
０
円

☆
参
加
申
込
期
間
　
２
月
13
日
㈭
　

午
後
１
時
〜
25
日
㈫
午
後
11
時

☆
入
札
期
間
　
３
月
４
日
㈫
午
後

１
時
〜
11
日
㈫
午
後
１
時

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
詳
細
を
確

認
で
き
ま
す
。な
お
、売
却
を
中
止

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
　
納
税
課（
☎
５
３
７・
５
７
３

２
）無

料
人
権
相
談
を
行
い
ま
す

◆
日
時
　
２
月
５
日
㈬
　
午
前
10
時

〜
正
午
、午
後
１
時
〜
３
時  

※
毎

月
第
１
水
曜
日

◆
場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
１
階
　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
ヒ
ュ
ー
レ
お

お
い
た
）

◆
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

◆
内
容
　
人
権
問
題
な
ど

問
　
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー（
☎
５
７

６・
７
５
９
３
）

都
市
計
画
道
路
の
事
業
認
可
を

受
け
た
の
で
お
見
せ
し
ま
す

県
庁
前
古
国
府
線

◆
縦
覧
期
限
　

30
年
３
月
31
日

◆
縦
覧
場
所
・
問
　
土
木
管
理
課（
本

庁
舎
６
階
　
☎
５
３
７・
５
６
３
０
）

市役所   本庁舎  〒870-8504　荷揚町2番31号

大分市の生活情報や防災情報、観光情報などを英語、中国語、韓国語で掲載しています。（The City of Oita provides
useful information of daily living, disaster prevention, tourism and more about Oita City in English, Chinese,
and Korean on a website.） 大分市国際交流Webアドレス http://oita-kokusai.jp/ 問国際化推進室（☎537-5719）
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お問い合わせ　横尾土地区画整理事務所　☎520-4377

お問い合わせ　管財課　☎537-5608

↑

↑

↑先着順

入札物件 先着順 （1月15日現在）

市有地

横尾地区保留地

事前に、電話で購入希望保留地の契約状況をご確認ください。

※土地の地耐力調査はしていません。現状での引き渡しとなります。
※宅地造成等規制法、文化財保護法による指定区域です。
※掲載情報/１月15日現在

受付時間

▲

午前8時30分～午後5時15分（土・日曜日、祝日を除く）
受付場所

▲

横尾土地区画整理事務所（大字横尾2483番地）
詳しい資料を、横尾土地区画整理事務所で差し上げます。

保留地
番号

地積
（㎡）

販売価格
（円） 用途地域 建ぺい率 容積率

2 509.01 18,732,000 第 2 種低層住居専用地域 60％ 150％

19 476.04 18,423,000

第 1 種住居地域 60％ 200％21 296.69 7,803,000

28 232.39 7,437,000

●受付期間：２月６日㈭～27日㈭
※２月６日㈭から申込書とパンフレットを管財課で配布します。
●入札日時：３月13日㈭　午前９時30分～10時
●入札場所：市役所本庁舎９階　第２入札室
●現地説明会：２月17日㈪　午後２時～２時30分
●その他：入札参加者がいないなどの理由で落札しなかっ
た場合は、３月14日㈮から先着申込順に受け付けます。

●受付時間：午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日、祝日を除く）
●申込み： 管財課（本庁舎５階）に備え付けの申込書に必要事項を記入し、必要書類

を添えて、直接、同課へお申し込みください。

《物件①：王子山の手住宅地・区画番号２》

《物件②：西新地市有地》

所 在 地 大道町二丁目 2220 番 11

地　　目 宅地

面　　積 64.55㎡

用途地域 近隣商業地域

参考価格 5,700,000 円

所 在 地 王子山の手町 1590 番 26
地　　目 宅地

面　　積 190.31㎡

用途地域 第一種中高層住居専用地域
販売価格 17,353,000 円

所 在 地 西新地一丁目 199 番
地　　目 宅地

面　　積 454.23㎡

用途地域 準工業地域
販売価格 18,669,000 円

入札物件および
先着順物件共通事項

※申込書とパンフレットを管財課で配布しています。

土地を販売します土地を販売します
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し
た
。届
い
て
い
な
い
人
は
、教
育
企

画
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、入
学
ま
で
に
住
所
が
変
わ

る
予
定
の
人
は
、住
所
変
更
前
と
変

更
後
の
双
方
の
小
学
校
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
　
教
育
企
画
課（
☎
５
３
７・
５
９

０
３
）

募
集

あ
な
た
が
支
え
る
市
民
活
動

応
援
事
業（
１
％
応
援
事
業
）

補
助
希
望
団
体

◆
対
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、生
涯
学
習
指
導
者
団
体
、

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な
ど

◆
申
込
み
・
問
　
事
前
に
市
民
協
働

推
進
課
に
相
談
の
う
え
、備
え
付
け

の
申
請
用
紙（
２
月
３
日
㈪
か
ら
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、２
月
３

日
㈪
〜
14
日
㈮
に
直
接
同
課（
本
庁

舎
２
階
　
☎
５
３
７・７
２
５
１
）へ
。

大
分
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
の

改
定（
案
）に
つ
い
て
の
意
見

◆
閲
覧
場
所
　
開
発
建
築
指
導
課
、

情
報
公
開
室（
本
庁
舎
７
階
）、各
支

所
、明
野
出
張
所
、ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大

分
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
２
月
３
日

㈪
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他
　
個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法
・
問
　
直
接
ま
た
は
郵

送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、住
所
、

氏
名
ま
た
は
会
社
名（
団
体
名
）を
記

入（
様
式
自
由
）し
、２
月
３
日
㈪
〜

３
月
４
日
㈫（
必
着
）に
開
発
建
築
指

導
課（
本
庁
舎
7
階
　
☎
５
３
７・
５

６
３
５
　

５
３
４・
６
２
０
１  

kensido@
city.oita.oita.jp

）へ
。

26
年
度「
大
分
市
食
品
衛
生
監
視

指
導
計
画（
案
）」に
つ
い
て
の
意
見

◆
閲
覧
場
所
　
保
健
所
衛
生
課
、福

祉
保
健
課（
第
２
庁
舎
２
階
）、情
報

公
開
室（
本
庁
舎
７
階
）、各
支
所
、明

野
出
張
所
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
２

月
12
日
㈬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

◆
そ
の
他
　
個
々
の
意
見
に
対
す
る

直
接
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◆
応
募
方
法
・
問
　
直
接
ま
た
は
郵

送
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、住
所
、

氏
名
ま
た
は
会
社
名（
団
体
名
）を
記

入（
様
式
自
由
）し
、２
月
12
日
㈬
〜

３
月
11
日
㈫（
必
着
）に
保
健
所
衛
生

課（
〒
８
７
０
‐
８
５
０
６
　
荷
揚

町
６ｰ

１
　
☎
５
３
６・
２
７
０
４
　

５
３
２・
３
４
９
０
　

eisei3@
city.oita.oita.jp

）へ
。

街
区
公
園
愛
護
会

　
市
で
は「
自
分
た
ち
が
利
用
す
る

公
園
は
自
分
た
ち
の
力
で
！
」を
基

本
に
、街
区
公
園
愛
護
会
の
結
成
を

勧
め
て
い
ま
す
。

◆
主
な
活
動
　
年
３
回
以
上
の
除
草
、

月
１
回
以
上
の
ご
み
清
掃
、遊
具
な

ど
の
破
損
箇
所
の
連
絡
、週
２
回
以

上
の
ト
イ
レ
清
掃
な
ど

◆
愛
護
会
を
結
成
で
き
る
団
体
　
自

治
会
、老
人
会
、子
ど
も
会
な
ど

◆
謝
礼
金
　
１
平
方
㍍
当
た
り
年
間

28
円
、ト
イ
レ
清
掃
は
別
途
、年
間
４

万
２
、０
０
０
円
〜
５
万
４
、０
０
０
円

◆
申
込
み
・
問
　
希
望
団
体
は
２
月

28
日
㈮
ま
で
に
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
５
４
３・
４
２
２
１
）へ
。

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

①
市
営
住
宅（
住
宅
課
受
付
分
）

地区

住
　
宅
　
名

募集
戸数

備
考

大　分
東
浜
60

東
浜
60
・
62

東
浜
H6

羽
田
H6

田
ノ
浦
H5

中
の
瀬
H10

１３１１１１
身
障
世
帯
向

単
身
可

坂ノ市・佐賀関
坂
ノ
市
H3

日
吉
原
H9

秋
ノ
江
第
２

馬
場

１２１１

稙　田
国
分
H3
・
H4

大
園
52
・
55

大
園
63

３３１
単
身
可

②
市
営
住
宅（
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　〈
城
崎
町
一
丁
目
２
‐
３  

☎
５
３

　
３・
１
６
７
４
〉受
付
分
）

地区

住
　
宅
　
名

募集
戸数

備
考

大　分
裏
川
53

東
明
野
H2

東
明
野
H2

明
磧
H3

１２１１
多
家
族
向

単
身
可

鶴  崎
小
池
原
50

明
治
北
57・58・59・60・61
４8
単
身
可

稙　田
敷
戸
48
・
49
・
51

寒
田
51
・
52

小
原
53

小
原
56

74１１
単
身
可

単
身
可

身
障
世
帯
向

◆
募
集
期
間
　
２
月
３
日
㈪
〜
７
日
㈮

◆
入
居
者
の
決
定
方
法
　
公
開
抽
せ

ん
　（
①
本
庁
舎
８
階
　
大
会
議
室

２
月
20
日
㈭
　
午
前
９
時
30
分
〜

②
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
研
修
室
　
２
月
19

日
㈬
　
午
前
9
時
30
分
〜
）

※
募
集
案
内
を
必
ず
ご
覧
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

※
詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
住
宅
課（
☎
５
３
７・５
９
７
７
）

大
分
高
専
ラ
ボ
ツ
ア
ー
参
加
者

◆
日
時
　
２
月
21
日
㈮
　
午
後
２
時

〜
５
時

◆
場
所
　
大
分
工
業
高
等
専
門
学
校

◆
内
容
　
最
新
の
工
業
機
器
や
研
究

室
の
見
学

◆
参
加
料
　
無
料（
た
だ
し
、交
流
会

に
参
加
す
る
人
は
5
0
0
円
）

◆
申
込
み
・
問
　
産
業
振
興
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
記
入

し
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

２
月
14
日
㈮
ま
で
に
同
課（
本
庁
舎

９
階  

☎
５
３
７・
７
０
１
４
　

５
３
３・
６
１
１
７
　

sangyo
sinko1@

city.oita.oita.jp

）へ
。

介
護
認
定
訪
問
調
査
嘱
託
職
員

◆
任
用
予
定
期
間
　
４
月
１
日
〜
27

年
３
月
31
日（
更
新
可
）

◆
内
容
　
要
介
護
認
定
調
査
の
訪
問

な
ど

◆
対
象
　
市
内
に
居
住
し
、次
の
①

②
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
人
　
①

正
看
護
師
、助
産
師
、保
健
師
、介
護

支
援
専
門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
　
②
普
通
自
動
車
運
転
免
許

を
所
持
し
て
い
る

◆
定
員
　
若
干
名

◆
報
酬
　
月
額
20
万
4
、0
0
0
円

◆
選
考
方
法
　
書
類
、面
接

◆
申
込
み
・
問
　
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、①

②
の
免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
、直

接
ま
た
は
郵
送
で
、２
月
21
日
㈮（
必

着
）ま
で
に
長
寿
福
祉
課（
第
２
庁
舎

２
階
　
☎
５
３
７・
５
７
４
３
）へ
。

生
活
福
祉
課
嘱
託
職
員

◆
任
用
予
定
期
間
　
４
月
１
日
〜
27

年
３
月
31
日（
更
新
可
）

◆
内
容
　
生
活
保
護
受
給
者
の
医
療

費
の
レ
セ
プ
ト
点
検
な
ど

◆
対
象
　
①
〜
③
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
人
　
①
診
療
報
酬
請
求
事
務

に
関
す
る
認
定
試
験
等
に
合
格
し
て

い
る
　
②
医
療
事
務
を
２
年
以
上
経

験
し
て
い
る
　
③
職
務
を
支
障
な
く

遂
行
で
き
る
健
康
状
態
で
あ
る

◆
定
員
　
１
人

◆
報
酬　

月
額
18
万
４
、０
０
０
円

◆
選
考
方
法
　
書
類
、面
接
　

※
２
月
24
日
㈪
　
市
役
所
本
庁
舎
８

階  

８
０
１
会
議
室
で
行
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
　
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、合

格
証
明
書
な
ど
の
写
し
を
添
え
て
、直

接
ま
た
は
郵
送
で
、２
月
12
日
㈬（
消

印
有
効
）ま
で
に
生
活
福
祉
課（
第
２

庁
舎
２
階  

☎
５
３
７・５
６
２
１
）へ
。

■交通安全スローガン　
「許しません　飲酒運転　許す人」
 問生活安全推進室（☎537-5997）

■2月7日は「北方領土の日」です。 問総務課（☎537-5602）
北方領土問題に対する国民の関心と理解を深め、すそ野の広い国民運動
が展開されるよう、設けられました。

13 H26. ２. １ 市役所  本庁舎    第2庁舎  〒870-8504　荷揚町2番31号

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
が

過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

　
電
子
証
明
書
と
は
、国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
）

お
よ
び
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
、国
・
県
・
市
な
ど
へ
行
政
手

続
き
を
行
う
際
に
本
人
確
認
を
行
う

た
め
の
手
段
で
す
。有
効
期
限（
発
行

日
か
ら
３
年
間
）が
過
ぎ
て
い
る
場

合
は
、更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、有
効
期
限
内
で
あ
っ
て

も
、転
居
に
よ
る「
住
所
変
更
」や
戸

籍
の
届
け
出
に
よ
る「
氏
名
変
更
」を

行
っ
た
場
合
、電
子
証
明
書
が
失
効

し
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
　
市
民
課（
☎
５
３
７・５
７
３
４
）

イ
ノ
シ
シ
防
護
柵
設
置
費
用
を

助
成
し
ま
す

　
水
稲
な
ど
の
農
林
産
物
の
イ
ノ
シ

シ
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、電
気
柵
、

波
板
ト
タ
ン
な
ど
を
設
置
す
る
個
人

や
団
体
に
、基
準
事
業
費
の
３
分
の

２
以
内
を
助
成
し
ま
す
。助
成
を
希

望
さ
れ
る
人
は
、事
前
に
要
望
書
の

提
出
が
必
要
で
す
。

◆
受
付
期
間
　
２
月
３
日
㈪
〜
20
日
㈭

◆
そ
の
他
　
要
望
書
を
提
出
す
る
こ

と
で
必
ず
助
成
が
受
け
ら
れ
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、助
成
前
に

購
入
す
る
と
、対
象
外
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
　
農
林
水
産
課
ま
た

は
各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神
崎
・

一
尺
屋
連
絡
所
に
備
え
付
け
の
用
紙

に
記
入
し
、直
接
、農
林
水
産
課（
本

庁
舎
８
階
　
☎
５
３
７・
５
７
８
３
）

ま
た
は
各
支
所
、明
野
出
張
所
、本
神

崎
・
一
尺
屋
連
絡
所
へ
。

農
地
の
利
用
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
25
年
９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
、

農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
い
、非

農
地
と
な
っ
た
土
地
に
つ
い
て
は
、「
非

農
地
通
知
書
」を
土
地
の
所
有
者（
賃

借
人
を
含
む
）に
発
送
し
ま
す
。通
知

書
は
、法
務
局
の
地
目
変
更
登
記
に
必

要
で
す
。そ
の
土
地
が
土
地
改
良
区
の

受
益
地
の
と
き
は
、決
済
金
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、土
地
改
良
区

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、遊
休
農
地
と
判
断
さ
れ
た

土
地
に
つ
い
て
は
、所
有
者
に
耕
作

再
開
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
　
農
業
委
員
会
事
務
局（
☎
５
３

７・
５
６
５
４
）

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
費
用
を

助
成
し
ま
す

◆
対
象
　
市
内
に
居
住
し
、過
去
５

年
度
以
内
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
お
ら
ず
、25
年
度
に「
コ
ン
ポ
ス

ト
・
ボ
カ
シ
容
器
」の
貸
し
出
し
と
新

規
に「
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
」支
給

の
申
請
を
し
て
い
な
い
世
帯

◆
補
助
額
　
本
体
購
入
費
の
２
分
の

１（
上
限
　
電
動
式
生
ご
み
処
理
機
…

２
万
２
、０
０
０
円
　
非
電
動
式
生
ご

み
処
理
機
…
１
万
１
、０
０
０
円
）

問
　
清
掃
管
理
課（
☎
５
３
７・
５
６

８
７
）

浄
化
槽
は
維
持
管
理
が
大
切
で
す

◆
浄
化
槽
の
清
掃
　
清
掃
は
市
長
の

許
可
を
受
け
た「
浄
化
槽
清
掃
業
許

可
業
者
」に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
清
掃
管
理
課（
☎
５
３
７・
５
６

２
４
）

◆
浄
化
槽
の
保
守
点
検
　
保
守
点
検

は「
浄
化
槽
保
守
点
検
登
録
業
者
」

に
、法
定
検
査
は（
公
財
）大
分
県
環

境
管
理
協
会（
☎
５
６
７・
１
８
５

５
）に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
下
水
道
経
営
企
画
課（
城
崎
分

館
　
☎
５
4
0
・
5
8
5
0
）

２
月
は「
公
共
下
水
道
の
接
続

促
進
強
化
月
間
」で
す

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
域

の
浄
化
槽
は
１
年
以
内（
く
み
取
便

所
は
３
年
以
内
）に
公
共
下
水
道
へ

の
接
続
工
事
が
必
要
で
す
。公
共
下

水
道
が
整
備
さ
れ
た
ら
、す
み
や
か

に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
強
化
月
間
中
は
、担
当
職
員
が
未

接
続
の
ご
家
庭
・
事
業
所
を
戸
別
訪

問
し
、早
期
の
接
続
を
依
頼
し
ま
す
。

問
　
下
水
道
営
業
課（
城
崎
分
館
　
☎

５
３
７・５
６
４
１
）

大
分
城
址
公
園
臨
時
駐
車
場
は

利
用
で
き
ま
せ
ん

　
大
分
文
化
会
館
の
解
体
工
事
に
伴

い
、大
分
城
址
公
園
内
の
来
庁
者
用

臨
時
駐
車
場
は
８
月
上
旬
ま
で
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　
来
庁
の
際
は
で
き
る
限
り
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
　
管
財
課（
☎
５
３
７・５
９
８
０
）

こ
れ
か
ら
お
墓
を
建
て
よ
う
と

す
る
人
へ

　
寺
院
墓
地
、霊
園
墓
地
な
ど
の
墓
地

は「
墓
地
、埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
」に

基
づ
く
経
営
許
可
を
受
け
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
墓
地
を
求
め
よ
う
と
す

る
人
は
、ま
ず
許
可
を
受
け
て
い
る

墓
地
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
、使

用
契
約
を
結
び
ま
し
ょ
う
。

問
　
保
健
所
衛
生
課（
☎
５
３
６・
２

８
５
４
）

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
連
絡
を

　
家
屋（
物
置
な
ど
簡
易
な
建
物
を

含
む
）を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、早
め

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。取
り
壊

し
の
確
認
が
で
き
な
い
場
合
、そ
の
家

屋
に
対
す
る
固
定
資
産
税
が
引
き
続

き
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、家
屋
滅
失
証
明
書
が
必
要
な

と
き
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
　
資
産
税
課（
☎
５
３
７・
７
２
９

１
）、東
部
資
産
税
事
務
所（
☎
５
２

７・
２
１
３
２
）、西
部
資
産
税
事
務

所（
☎
５
４
１・
１
４
０
６
）

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
面
接
相
談

◆
日
時
　
毎
月
第
２
火
曜
日
　
午
後

１
時
〜
４
時
　
※
予
約
制

◆
場
所
　
保
健
所

◆
申
込
み
・
問
　
保
健
所
健
康
課（
☎

５
３
６・
２
８
５
２
）

送
付
の
お
知
ら
せ

小
学
校
の
入
学
通
知
書
の
送
付

　
４
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
児
童

（
19
年
４
月
２
日
〜
20
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、入

学
通
知
書
を
１
月
下
旬
に
送
付
し
ま

ごみ減量・リサイクル懇談会
を開催します！

2月

19日㈬ 佐賀関市民センター 研修室1・2
大分西部公民館 多目的ホール

20日㈭ 野津原市民センター 多目的ホール
大分南部公民館 音楽室

21日㈮ 鶴崎市民行政センター 大会議室
大分東部公民館 会議室

24日㈪ 稙田市民行政センター 大会議室
大南公民館 研修室Ａ・Ｂ

25日㈫ 南大分公民館 多目的ホール
明治明野公民館 研修室1

26日㈬ 坂ノ市公民館 研修室2・3
大在公民館 研修室

3月 1日㈯ コンパルホール 300会議室
時間／午後6時30分～7時30分
　　　※3月1日㈯は、午前10時～11時
内容／ ごみに関する相談、コンポスト、ボカシ、

段ボールコンポストなどの生ごみ減量施
策、ごみの分別方法等についての懇談会。
問清掃管理課（☎537-5624）

毎週土曜日　午後5時15分～5時30分　TOSテレビ大分
2月1日㈯ 「火災を防ぐためには～安心・安全のまちへ～」　 2月8日㈯ 「左記の再放送」
大分市内のケーブルテレビ局でも放送中  ◎OCT（日・月・火・水）  ◎OCN（日・月・火・水）  ◎STV（火・水・木）

大分市テレビ広報
フレッシュおおいた
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午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
来
所
相
談

の
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）　
◆
相

談
内
容
　
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
相
談
　
◆
そ
の
他
　
電
話（
☎
５

３
６・
３
６
５
０
）で
も
相
談
で
き
ま

す
。　
◆
場
所・
問
　
県
労
働
委
員
会

事
務
局（
県
庁
舎
本
館
７
階
　
☎
５

０
６・５
２
5
１
）

大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
試
合
運
営

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

◆
活
動
日
　
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
当
日
　
◆
活
動
場
所
　
主

に
大
分
銀
行
ド
ー
ム
　
◆
活
動
内
容

チ
ケ
ッ
ト
も
ぎ
り
、観
客
誘
導
、会
場

設
営
作
業・
美
化
活
動・
イ
ベ
ン
ト
補

助
な
ど
　
◆
対
象
　

18
歳
以
上（
高
校

生
不
可
）で
、年
間
５
試
合
以
上
活
動

で
き
る
人
　
◆
説
明
会
　
2
月
23
日

㈰
　
午
後
1
時
〜
　
大
分
銀
行
ド
ー

ム
　
◆
申
込
み・問
　
は
が
き
ま
た
は

電
話
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、住

所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
大
分
ト
リ
ニ
ー
タ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
務
局（
〒
８
７
０
‐
０
１

〜
午
後
４
時
　
◆
場
所
　
ホ
ル
ト
ホ

ー
ル
大
分
４
階
　
4
0
8
会
議
室
　

※
午
後
３
時
か
ら
３
階
大
会
議
室
で

谷
田
大
輔
氏（
㈱
タ
ニ
タ
前
代
表
取

締
役
社
長
）の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま

す
。 

問
　
南
九
州
税
理
士
会
大
分

支
部（
☎
５
３
２・
２
９
７
４
）

県
立
聾ろ

う

学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

◆
募
集
期
間
　
２
月
３
日
㈪
午
前
９

時
〜
14
日
㈮
午
後
４
時（
土
・
日
曜

日
、祝
日
を
除
く
）　
◆
対
象
　

20
年

４
月
２
日
〜
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ

で
、聴
覚
に
障
が
い
を
有
す
る
人
　

◆
入
学
希
望
者
の
面
接
　
２
月
下
旬 

◆
願
書
請
求
・
問
　
県
立
聾
学
校（
〒

８
７
０ｰ

０
８
２
３
　
東
大
道
二
丁

目
５ｰ

12
　
☎
５
４
３・
２
０
４
７
　

５
４
６・
２
１
１
１
）へ
。

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談

◆
期
間
　
２
月
３
日
㈪
〜
９
日
㈰
　

◆
時
間
　
●
平
日
…
午
前
９
時
〜
午

後
８
時（
来
所
相
談
の
受
付
は
午
後

６
時
30
分
ま
で
）　
●
土
・
日
曜
日
…

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
初
め
て
納

付
し
た
人
に
、日
本
年
金
機
構
か
ら

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
２
月
上

旬
に
送
付
し
ま
す
。証
明
書
を
紛
失

し
た
人
や
証
明
書
が
届
か
な
い
人

は
、大
分
年
金
事
務
所（
☎
５
５
２・

１
２
１
１
）ま
た
は
控
除
証
明
書
専

用
ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
５
７
０・
０
７

０・
１
１
７
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

点
訳
・
音
訳
奉
仕
員

養
成
講
習
会
受
講
者
募
集

◆
受
講
期
間
　
４
月
〜
27
年
３
月
　

◆
日
時
　
①
点
訳
講
習
会
…
毎
週
金

曜
日  

②
音
訳
講
習
会
…
毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
〜
正
午
　
◆
定
員
　
①
15

人
　
②
20
人
　
◆
申
込
み・
場
所・
問  

往
復
は
が
き
に
講
習
会
名
、住
所
、氏

名
、年
齢
、電
話
番
号
を
記
入
し
、２
月

15
日
㈯（
必
着
）ま
で
に
県
点
字
図
書
館

（
〒
８
７
０ｰ

０
０
４
３
　
中
島
東
一
丁

目
２ｰ

28  

☎
５
３
８・０
３
９
９
）へ
。

税
理
士
会
の
無
料
相
談
会

◆
日
時
　
２
月
22
日
㈯
　
午
前
10
時

２
６  

大
字
横
尾
１
６
２
９  

☎
５
５

４・２
２
５
０  

５
５
４・２
２
８
０  
vol@

oita-trinita.co.jp

）へ
。

「
龍
馬
九
州
上
陸
１
５
０
周
年
大
分・

長
崎
交
流
企
画
」龍
馬・海
舟
の
足
跡

を
た
ど
る
２
泊
３
日
ツ
ア
ー

◆
月
日
　
３
月
８
日
㈯
〜
10
日
㈪
、 

14
日
㈮
〜
16
日
㈰
　
◆
集
合
場
所
　

J
R
大
分
駅
　
府
内
中
央
口（
北
口
）  

◆
参
加
料
　
３
３
、８
０
０
円（
１
室

の
人
数
に
よ
っ
て
異
な
る〈
小
学
生
以

下
は
３
、０
０
０
円
引
き
〉）　
◆
定
員  

各
45
人（
先
着
順
）※
最
少
催
行
人
数

は
各
20
人
　
◆
申
込
み・問  

電
話
で
、

２
月
３
日
㈪
か
ら
大
分
市
観
光
協
会

（
☎
5
3
7・5
7
6
4
）へ
。

イベントカレンダー

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区
▼
山
内
廣
子（
勢
家
町
）▼
西

村
則
昭（
高
崎
）▼
五
嶋
幸
雄（
南
太
平

寺
）▼
村
瀨
春
美（
王
子
山
の
手
町
）▼
多

嶋
田
明（
畑
中
）▼
小
野
敏
信（
に
じ
が

丘
）▼
大
倉
誠
治（
上
田
町
）▼
後
藤
啓
輔

（
上
野
丘
）▼
上
田
一
夫（
畑
中
）▼
土
屋

和
雄（
荷
揚
町
）▼
木
本
伸
一
郎（
金
池

南
）▼
桑
原
早
苗（
花
園
）▼
堤
洋
一
郎

（
津
守
）▼
後
藤
悟（
荏
隈
）

鶴
崎
地
区
▼
渕
登
志
江（
下
徳
丸
）▼
沓
掛

貴
好（
宮
河
内
ハ
イ
ラ
ン
ド
）▼
吉
岡
紀
雄

（
南
鶴
崎
）▼
安
藤
千
鶴
世（
小
池
原
）▼
末

松
哲
雄（
鶴
崎
）▼
三
室
久
美
子（
宮
河
内
）

大
在
地
区
▼
姫
野
由
雄（
政
所
）

坂
ノ
市
地
区
▼
安
部
幸
知
子（
久
土
）▼
西

川
ヨ
シ
子（
屋
山
）

大
南
地
区
▼
安
藤
春
喜（
上
判
田
）▼
佐
々

木
久
代（
端
登
）▼
田
玲
子（
高
江
中
央
）

稙
田
地
区
▼
石
井
久
子（
光
吉
）▼
渡
辺
泰

彦（
敷
戸
北
町
）▼
隅
博
子（
ふ
じ
が
丘
）

佐
賀
関
▼
緒
方
重
成（
志
生
木
）▼
上
野
万

亀
子（
佐
賀
関
）

野
津
原
地
区
▼
穴
井
稔
三（
荷
尾
杵
）▼
一

万
田
幸
愛（
太
田
）

市
外
▼
幸
野
裕
憲（
福
岡
市
）▼
工
藤
良
公

（
別
府
市
）

以
上
12
月
19
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　
市
役
所
第
２
庁
舎
２
階
福
祉
保
健
課
、

各
支
所
、明
野
出
張
所
に
日
本
赤
十
字
社

の
義
援
金
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

善
意
の
泉（
敬
称
略
）

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市
へ

▼
姫
野
安
信（
大
阪
府
豊
中
市
）▼
茶
道

裏
千
家
さ
ざ
ん
か
の
会

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
新
川
町
内
会
▼
川
野
直（
野
津
原
）

1
㈯

冬の星座と冬銀河を楽しもう!
期間/2日㈰まで
時間/午後7時～10時

（雨天・曇天時は映像による説明）
参加料/観覧料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
場所・問関崎海星館 ☎574-0100

2
㈰

第63回別府大分毎日マラソン大会
スタート/高崎山・うみたまご前
ゴール/市営陸上競技場
時間/正午～
問大会事務局 ☎558-1999
ふぐ雑炊販売　 600食限定
時間/午後1時～売り切れまで
場所/市営陸上競技場
価格/1食300円
問市観光協会　☎537-5764
バサジィ大分対
名古屋オーシャンズ
時間/午後1時～
場所/県立総合体育館

6
㈭

どこでもコンサート 無料
時間/午後2時～
場所/佐賀関市民センターロビー
出演/邦楽アンサンブル銀河
問文化国際課　☎537-5663

7
㈮

すばるに接近する月を見よう!
期間/9日㈰まで
時間・参加料・場所・問は上記1日と
同じ

8
㈯

市公設地方卸売市場「市民感謝デー」
時間/午前9時～正午
内容/新鮮な魚介類、水産加工品、
野菜、果物、花などの販売
問市公設地方卸売市場　
☎533-3113
まちづくりシンポジウム 無料
時間/午後1時30分～4時20分
場所/大南市民センター
内容/「戸次本町・まちづくりのこ
れからを考える」をテーマに、講演
やパネルディスカッション
問県建築士会　☎532-6607

12
㈬

消費者研修会 無料
時間/午前10時～11時30分
場所/保健所6階　大会議室
内容/演題「高齢社会のお金とく
らしと健康」　講師 市職員
定員/100人（当日先着順）
問ライフパル　☎573-3770

14
㈮

月と木星を見よう!
期間/15日㈯まで
時間・参加料・場所・問は上記1日と
同じ

15
㈯

大分ヒートデビルズ対
横浜ビー・コルセアーズ
日時/15日㈯ 午後6時30分～・
16日㈰ 午後2時～
場所/かんぽの郷宇佐（宇佐市）
バサジィ大分対湘南ベルマーレ
時間/午後5時～
場所/べっぷアリーナ（別府市）

16
㈰

バサジィ大分対バルドラール浦安
時間/午後5時～
場所/べっぷアリーナ（別府市）

2月
１日～

大分市の
面積と人口

【25年12月末日現在の住民基本台帳人口】

面　積 501.28㎢ 人　口 478,794人
男 230,155人 女 248,639人 世帯数 210,169世帯

15 H26. ２. １

分
２
階  

☎
５
７
６・８
８
７
９  

５

４
４・３
０
１
１
　

plaza-event@
horutohall.jp

）へ
。

『
パ
パ
も
子
育
て
応
援
日
』

ハ
ッ
ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援
教
室

①
プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
パ
ス
ク
ー
ル

◆
時
間
　
午
後
１
時
〜
４
時

◆
内
容
　
新
生
児
の
育
児
講
座
、妊

婦
体
験
、沐も
く

浴よ
く

実
習
な
ど

◆
対
象
　
初
妊
婦
と
そ
の
夫

◆
定
員
　

12
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳

②
親
子
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
教
室

◆
時
間
　
午
後
１
時
15
分
〜
４
時

◆
内
容
　
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

◆
対
象
　
生
後
３
〜
５
か
月
児
と
そ

の
父
母

◆
定
員
　

17
組（
先
着
順
）

◆
持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳
、バ
ス

タ
オ
ル
、ポ
リ
袋（
45
㍑
）

☆
月
日
　
２
月
15
日
㈯

☆
場
所
　
稙
田
市
民
行
政
セ
ン
タ
ー

☆
①
・
②
の
教
室
参
加
者
の
交
流
会

も
行
い
ま
す
。

☆
申
込
み
　
電
話
で
、２
月
４
日
㈫

〜
12
日
㈬
に
県
助
産
師
会（
☎
５
３

４・
０
７
５
３
）へ
。

問
　
子
育
て
支
援
課（
☎
５
３
７・

５
６
７
５
）

第
16
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

◆
日
時
　
２
月
15
日
㈯
　
午
前
９
時

30
分
〜
、午
後
２
時
〜

◆
内
容
　
粘
土
は
に
わ
作
り

◆
定
員
　
各
70
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料
　
２
２
０
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
電
話
で
、２

月
５
日
㈬
か
ら
歴
史
資
料
館（
☎
５

４
９・
０
８
８
０
）へ
。

県
立
農
業
大
学
校
就
農
準
備

研
修
会
研
修
生
募
集

◆
コ
ー
ス
　
①
長
期
②
中
期
③
短
期

◆
場
所
　
県
立
農
業
大
学
校（
豊
後

大
野
市
）　
◆
対
象
　
県
内
の
農
業

法
人
な
ど
に
就
職
を
希
望
す
る
人
、

県
内
で
新
た
に
就
農
を
希
望
す
る
人

◆
研
修
費
　
月
額
３
、０
０
０
円
　

◆
そ
の
他
　
募
集
期
限
、研
修
期
間
、

内
容
、定
員
、選
考
試
験
は
コ
ー
ス
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。　
◆
申
込
み
・
問
　

県
中
部
振
興
局
生
産
流
通
部（
☎
５

０
６・
５
７
９
６
）

日
曜
園
芸
教
室

◆
日
時
　
２
月
９
日
、３
月
２
日
、４

月
〜
11
月
の
原
則
第
1
ま
た
は
第
2

日
曜
日（
全
10
回
）　
午
前
９
時
〜
正

午
　
◆
場
所
　
大
分
南
部
公
民
館
　

◆
内
容
　
朝
顔・
菊・
盆
栽・
懸
崖
の

つ
く
り
方
　
◆
年
会
費
　
４
、０
０

０
円  

◆
申
込
み・問  

市
花か

卉き

同
好

会
　
高
森（
☎
０
８
０・
５
２
７
６・

３
０
１
８
）

25
年
10
月
１
日
以
降
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
へ

　
25
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の

介
護
相
談
員

◆
任
用
予
定
期
間　

２
年
間

◆
内
容
　
介
護
保
険
施
設
な
ど
に
訪

問（
月
２
〜
３
回
程
度
）し
、利
用
者

や
家
族
の
相
談
を
受
け
る

◆
対
象
　
市
内
に
居
住
し
、大
阪
市

で
実
施
の
研
修（
１
週
間
程
度
）を
受

講
で
き
、任
期
の
更
新
可
能
な
人

◆
定
員
　
若
干
名

◆
謝
礼
金
　
１
万
円
／
月（
交
通
費

な
ど
は
自
己
負
担
）

◆
選
考
方
法
　
書
類
、面
接

◆
申
込
み
・
問
　
長
寿
福
祉
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書（
２
月
３
日
㈪
か

ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、直

接
ま
た
は
郵
送
で
、２
月
３
日
㈪
〜

14
日
㈮（
必
着
）に
同
課（
第
２
庁
舎

２
階
　
☎
５
３
７・
５
７
４
４
）へ
。

文
化
財
課
嘱
託
職
員

◆
任
用
予
定
期
間
　
４
月
１
日
〜
27

年
３
月
31
日（
更
新
可
）

◆
内
容
　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
お

よ
び
資
料
整
理
な
ど

◆
対
象
　
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
経
験
が

あ
り
、①
②
の
条
件
の
い
ず
れ
か
を

満
た
す
人
　
①
考
古
学
を
専
攻
か
こ

れ
と
同
程
度
の
専
門
的
知
識
を
有
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
　
②
発
掘
調

査
報
告
書
作
成
経
験（
整
理
作
業
に

従
事
を
含
む
）ま
た
は
発
掘
調
査
の

現
場
担
当
経
験
を
有
す
る
　

◆
定
員
　
若
干
名

◆
報
酬
　
月
額
20
万
２
、０
０
０
円

◆
選
考
方
法
　
実
技
、筆
記
、面
接
　

※
２
月
22
日
㈯
　
午
後
１
時
〜
５
時  

市
役
所
本
庁
舎
８
階
８
０
１
会
議
室

で
行
い
ま
す
。

◆
申
込
み
・
問
　
市
販
の
履
歴
書（
写

真
貼
付
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、返

信
用
80
円
切
手
を
添
え
て
、直
接
ま
た

は
郵
送
で
、２
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮

（
消
印
有
効
）に
文
化
財
課（
第
２
庁
舎

６
階
　
☎
５
３
７・５
６
３
９
）へ
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

◆
日
時
　
３
月
２
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
午
後
１
時
　
※
雨
天
中
止

◆
対
象
　
市
内
・
由
布
市
居
住
の
人

（
販
売
業
者
、専
門
業
者
、高
校
生
以

下
の
み
の
参
加
は
不
可
）

◆
出
店
商
品
　
日
用
雑
貨
、衣
類
、お

も
ち
ゃ
な
ど
で
使
用
可
能
な
物（
食

品
、動
植
物
、危
険
物
な
ど
は
不
可
）

◆
募
集
店
数
と
ス
ペ
ー
ス
　

50
店

（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）、３
㍍
×
３
㍍
程
度

◆
申
込
み
・
場
所
・
問
　
往
復
は
が
き

に
代
表
者
の
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
、参
加
人
数
、出
店
内
容（
商
品
の

種
類
と
数
）を
記
入
し
、２
月
14
日
㈮

（
必
着
）ま
で
に
大
分
エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ラ

ザ（
〒
８
７
０
‐
１
２
０
５  

大
字
福

宗
６
１
８  

☎
５
８
８・１
４
１
０
）へ
。

講
座・教
室・講
習
会

ア
ラ
イ
グ
マ
防
除
講
習
会

◆
日
時
　
３
月
２
日
㈰
　
午
前
10
時

〜
正
午

◆
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
８
階
　
大

会
議
室

◆
内
容
　
ア
ラ
イ
グ
マ
の
被
害
対
策

や
防
除
方
法
な
ど

◆
定
員
　
１
０
０
人
程
度（
多
数
時

は
抽
せ
ん
）

◆
申
込
み
・
問
　
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、講
習
会
名
を
記
入
し
、は
が
き

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
、２

月
21
日
㈮（
消
印
有
効
）ま
で
に
環
境

対
策
課（
本
庁
舎  

☎
５
３
７・５
７
５

８ 

５
３
８・３
３
０
２  

kankyo
tai5@

city.oita.oita.jp

）へ
。

産
業
活
性
化
プ
ラ
ザ
セ
ミ
ナ
ー

「
円
滑
な
事
業
承
継
実
現
の
た
め
の

中
小
企
業
経
営
者
支
援
講
座
」

◆
日
時
　
３
月
12
日
・
19
日
・
26
日

（
全
３
回
・
水
曜
日
）　
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分

◆
場
所
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
２
階

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

◆
講
師
　
三
木 

誠
治
氏（
㈱
府
内
ヒ

ュ
ー
マ
ン
ク
リ
エ
イ
ト 

代
表
取
締

役
）、今
野 

洋
之
氏（
㈱
フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト 

コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
）、古
庄 

恭
二
氏（
㈱
あ

ん
し
ん
計
画 
取
締
役
）

◆
定
員
　

45
人（
先
着
順
）

◆
受
講
料
　
6
0
0
円（
資
料
代
）※
交

流
会
の
参
加
者
は
各
回
別
途
３
０
０
円

◆
申
込
み
・
問
　
産
業
活
性
化
プ
ラ

ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、２
月
１
日
㈯
〜
３
月
１

日
㈯
に
同
プ
ラ
ザ（
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大

大分県における最低賃金（※いずれも時間額）…664円 問大分労働局賃金室（☎536-3215）
■産業別: ●鉄鋼業…801円　●非鉄金属製造業…793円　●電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業…723円　

●自動車・同附属品製造業、船舶製造・修理業、舶用機関製造業…773円　●各種商品小売業…697円　●自動車（新車）小売業…734円

市役所   本庁舎   第2庁舎  〒870-8504　荷揚町2番31号 14H26. ２. １



 

　
大
分
市
の
観
光
や
特
産
品
の
魅
力
を
全

国
に
情
報
発
信
す
る「
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

レ
デ
ィ
」。現
在
、活
動
を
行
っ
て
い
る
３
人

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

◆
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
？

江
村
　
活
動
を
始
め
て
約
１
年
半
が
経
ち

ま
す
が
、大
分
市
の
知
名
度
は
ま
だ
ま
だ

低
い
と
感
じ
ま
し
た
。全
国
で
は「
大
分
」

と
い
え
ば
、別
府
や
湯
布
院
の
温
泉
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
。し
か
し
、大
分
市
に

も「
食
」「
文
化
」「
歴
史
」な
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
面
で
魅
力
が
あ
り
ま
す
。若
者
な
ら
で

は
の
視
点
を
生
か
し
て
、多
く
の
人
に
そ

の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
し
た
。

麻
生
　
県
外
で
の
活
動
中
、以
前
大
分
市
に

住
ん
で
い
た
と
い
う
女
性
に
出
会
い「
あ
な

た
の
よ
う
な
人
が
大
分
市
を
代
表
し
て
観
光

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
の
は
う
れ
し
い
」と
言
わ
れ
た

こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。他
県
に
住
ん
で
い

て
も
地
元
を
想
う
郷
土
愛
を
感
じ
ま
し
た
。

渡
邊
　
わ
た
し
は
生
ま
れ
も
育
ち
も
大
分

市
で
す
が
、活
動
を
通
し
て
大
分
市
の
魅
力

を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
こ

に
住
ん
で
い
る
と
つ
い
見
逃
し
が
ち
な
魅

力
を
知
る
こ
と
が
で
き
、ま
す
ま
す
大
分
が

好
き
に
な
り
ま
し
た
。

◆
こ
れ
か
ら
大
分
市
が
輝
く
た
め
に
は
？

江
村
　
来
年
春
に
は
市
内
中
心
部
に
大
分

駅
ビ
ル
や
県
立
美
術
館
が
オ
ー
プ
ン
す
る

の
で
、と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。新
し
い
大

分
の
ま
ち
が
誕
生
す
る
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
て
、多
く
の
人
が
大
分
市
に
訪
れ
た
く
な

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
仕
掛
け
が
あ

る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

麻
生
　
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が「
大
分

市
を
好
き
」と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
大

切
。自
分
の
ま
ち
に
誇
り
を
持
て
れ
ば
、自
然

と
大
分
市
は
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
ま
ち

に
な
る
と
思
い
ま
す
。わ
た
し
も
活
動
経
験
を

生
か
し
て
、大
分
の
魅
力
を
情
報
発
信
し
て

い
き
た
い
で
す
。

渡
邊
　
市
民
の
わ
た
し
た
ち
が
ま
ず
、大

分
市
の
魅
力
に
気
付
く
こ
と
が
大
事
。関
あ

じ・
関
さ
ば
な
ど
の「
食
」は
も
ち
ろ
ん
、大

友
宗
麟
を
代
表
と
す
る「
歴
史
」の
面
で
も

全
国
に
自
慢
で
き
る
と
思
い
ま
す
。ま
だ
ま

だ
知
ら
れ
て
い
な
い
大
分
の
い
い
と
こ
ろ

を
探
し
出
し
て
共
有
で
き
れ
ば
、も
っ
と
大

分
市
の
観
光
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

市
報
お
お
い
た
　
2
月
１
日
号
（
毎
月
１
日
・
15
日
発
行
）

企
画
・
発
行
　
大
分
市
企
画
部
広
聴
広
報
課

〒
８
７
０
―
８
５
０
４
　
荷
揚
町
２
番
31
号

【
代
表
】☎
５
３
４
・
６
１
１
１

【
夜
間・休
日
】☎
５
３
４
・
６
１
１
９

市
報
お
お
い
た
に
掲
載
し
て
い
る
情
報
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w

.city.oita.oita.jp/
■
携
帯
ア
ド
レ
ス
　http://w

w
w

.i-oita.net/oitatop.cgi

この市報は
再生紙を使用
しています。

１月12日、ホルトホール大分と大分いこいの道で初めて開催した「成人記念集会」。会場は約4,000人の新成人で
にぎわいました。記念集会は、新成人による実行委員会が企画したもので、今回のテーマは「勇往邁進～自分たちの
夢に向かって～」。記念式典では、実行委員長の遠藤由樹さんが、「夢を切り開く新成人として、ともに歩む仲間たち
と忘れられないすばらしい会にしよう」と開会宣言をしました。
華やかな振り袖やスーツに身を包んだ新成人は、友人との再会を喜び、それぞれの夢を思い描きながら、人生の新
たな一歩を踏み出しました。

第 9回

表紙の
言葉

市では、新しい大分のまちを創造し、次の世代に誇れる魅力
と活力にあふれたまちづくりを進めています。これから50
年先、100年先の未来の大分を共に築いていく人をシリーズ
で紹介します。

大分市観光キャンペーンレディ
●江村 香菜さん（左）　●麻生 孝子さん（中央）
●渡邊 歌歩さん（右）

住宅用太陽光発電設備を設置する人を応援します！

市役所本庁舎１階案内所・
３階総務課、各支所、明野出張
所、各地区公民館 
※各設置場所の開庁・開館時間内の取り
扱いとなります。

金融機関：大分銀行
　　　　   大分市役所出張所
口座番号：普通　7501056
口座名義：フィリピン台風救援金口
（フィリピンタイフウキュウエンキングチ）
※大分銀行本・支店の窓口から振り込む
場合の振込手数料は免除です。

フィリピン台風
救援金

を受け付けています
受付期間：２月28日㈮まで

　　救援金箱設置場所

　　　銀行振込口座

お問い合わせ
総務課　☎537-5602

　市では、再生可能エネルギー利用を促進し、地球温暖化防止のため、住宅用太陽光　
発電設備を設置する人に設置費用の補助を行っています（先着順）。

　　　　申込締切：3月31日㈪まで

【補助金額】太陽電池モジュールの公称最大出力
１kw当たり２万円（５万円が上限）

太陽光発電設備設置後、環境対策課に備え付けの申請書（市ホームページでダウンロ
ードも可）に必要書類を添えて、直接、同課（本庁舎４階）へ。　※申請の代行可

【補助対象者】次の要件を満たす人（共同住宅は対象外）
①Ａ、Ｂのいずれかに該当する人
　Ａ．市内の住宅で電力を供給する太陽光発電設備を新たに設置または増設する人
　Ｂ．市内に太陽光発電システム付き住宅を新たに購入する人
②25年度の国（J-PEC）の補助金を受ける人
③市税を滞納していない人
④3月31日㈪までに工事および手続きを完了することができる人

申込み

※申込締切を3月14日㈮から3月31日㈪に延長しました。
※必要書類を変更し、設備工事完了後、速やかに申請できるようになりました。詳しく
は、市ホームページをご覧になるか、下記までお問い合わせください。

お問い合わせ　環境対策課　☎537-5758

市
で
は
、「
大
分
市
観
光
キ
ャ
ン
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ー
ン
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募
集
し
て
い
ま
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詳
し
く
は
９

ペ
ー
ジ
参
照
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大
分
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え
た
い


